
 

 
  

５ 令和４年度学校評価 

 視点 
４年間の目標 

（令和 2 年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 
学校関係者評価 

（２月６日実施） 

総合評価（３月 16日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

①基礎学力の確

実な定着を念頭

に置き、新学習

指導要領の趣旨

を踏まえ、自ら

学習課題を発見

し、解決できる

能力を養う。 

①小集団学習及

び習熟度別学習

の実施により自

ら学習に向かう

意欲と完結能力

を養う。向学心

を養うことを目

的とした組織的

な授業改善に自

らの特性を反映

する能力を養

う。 

①大テーマ「わかる・

できるが実感できる授

業を目指して」とし、

各教科に小テーマを設

定する。具体的な方策

を考えて実践し、授業

の改善に取り組む。 

①教員相互の授業見

学、研究授業等を実施

する。 

①各教科でテー

マに沿った取組

と振り返りがで

きたか。 

①授業見学、研

究授業を実施

し、成果の共有

がされたか。 

①各教科でテーマに沿

った取組と振り返りが

できた。 

①授業見学期間を２回

設定できた。研究授業

において「わかる・で

きるが実感できる授

業」をテーマとし、教

科会・全体会を実施

し、指導主事や運営協

議会委員のご指導もい

ただき、組織的に授業

改善に取り組んだ。 

①テーマ設定およ

び授業見学・研究

授業を実施するこ

とにより、更なる

組織的な授業改善

を進めていく。 

①一人一台パソコ

ンをもっと活用さ

せたい。①生徒が

主体的に感じ、行

動する場の提供が

大事である。より

多くの体験的な教

育を行うことを望

む。 

①大テーマと各教科の

小テーマの設定と振返

りを行い、組織的な授

業改善を推進できた。

公開研究授業や授業見

学が成果をあげた。よ

り生徒が主体的に取組

むような授業改善が必

要である。 

①テーマ設定および授

業見学・研究授業を実

施することにより、生

徒の主体的で深い学び

に繋がる更なる組織的

な授業改善を進めてい

く。 

２ 

(幼児・児

童・) 

生徒指

導・支援 

①社会的規範意

識の育成を図る

とともに、社会

におけるリーダ

ーとしての素養

を養う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②生徒の主体的

な活動を支援す

る場として、部

活動や学校行事

の充実を図る。 

①「マナー日本

一」の規範意識

の充実により、

他者理解を踏ま

え、集団におけ

るリーダーとし

ての素養とシチ

ズンシップを養

い、公共のマナ

ーを身につけ社

会に貢献できる

人材を育成す

る。 

①いじめ防止対

策を推進し、自

他共栄の心を持

ち、周囲と適切

なコミュニケー

ションをとれる

寛容な心を育成

し、優しさを育

成する。 

②部活動の加入

率の向上を推進

し、部活動を通

して主体性を育

み、強靭な精神

力を養うことに

より、社会にお

けるリーダーと

しての素養を身

につける。 

②生徒会本部や

委員会活動を活

発化させ、生徒

が自ら学校行事

を検討・運営・

改善して作り上

げてゆく意欲を

錬成する。 

①授業開始・終了の挨

拶を徹底する。制服を

ルールに則り着こな

し、社会に貢献する。 

①高校生（社会人）と

して身につけるべき言

葉遣い・立居振舞いの

涵養を図り、公共のマ

ナーを身につける。 

①いじめ相談窓口を生

徒に周知し、相談しや

すい雰囲気づくりをす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②文化祭・体育祭・球

技大会・生徒総会・生

徒会役員選挙等の行事

を見直し、良いところ

は継続性を持って、生

徒の主体的な創意工夫

を促し、自尊感情や生

徒相互の一体感を育て

る。 

②全体の部活動加入率

60％以上を維持しつつ

運動部女子加入率の目

標を 30％とする。さ

らに教科活動と教科外

活動のバランスの良い

高校生活により、生徒

の様々な取組の活性化

を一層進める。 

①授業への集中

が高まり、円滑

な授業を行うこ

とができたか。 

フォーマルウェ

アとして着こな

すことができた

か。 

①ＴＰＯに合っ

た態度や言葉遣

いをしっかりで

きたか。 

①いじめ相談の

職員に気軽に話

しかけられた

か。 

アンケートにし

っかり対応し、

友人を救えた

か。 

 

 

②体育祭、文化

祭等の生徒会行

事において、生

徒の積極的に取

り組む姿勢がみ

られたか。 

②委員会活動に

おいて生徒の主

体的な活動がみ

られたか。 

②部活動加入率

を達成できた

か。 

②部活動の生徒

が学校行事等へ

主体的に協力す

ることができた

か。 

①授業開始終了の挨拶

が徹底し、落ち着いた

雰囲気で授業が展開し

ている。制服の着こな

しも定着している。 

①ＴＰＯに合った言葉

遣いや立ち居振る舞い

に関しては、まだ課題

のある生徒もいる。 

①いじめに関しては生

徒も協力的であるた

め、早めに対応できて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②体育祭、文化祭等の

生徒会行事において、

コロナ禍で制限があっ

たが、生徒は創意工夫

し積極的に取り組む姿

勢がみられた。 

②福祉委員会活動にお

いて生徒の主体的な活

動がみられた。新しく

球技大会にもボッチャ

を取り入れたことによ

り学校行事への協力も

できた。 

②全体の部活動加入率

は 56％で目標達成は

できなかったが、運動

部女子 33％で目標達

成ができた。 

②体育祭では、部活動

の生徒が準備や各係を

責任もって行ってくれ

た。また、学校説明会

等でも各部分担を決め

て積極的に協力し活気

のある学校としてアピ

ールできた。 

①今後も授業に落

ち着いて取り組め

るように生徒の自

覚を高める指導を

継続する。制服の

着こなしへの意識

も指導を続ける。 

①日常生活の中で

きめ細かく言葉遣

いや態度を考えさ

せていく。 

①いじめを絶対に

許さない姿勢を今

後も学校全体で共

有する。 

 

 

 

 

 

 

 

②学校行事は生徒

の意見を取り入れ

ながら少しずつ活

気のあるものに変

化させていく。 

②部活動加入率を

達成できなかった

ので、中学生との

交流等工夫をして

さらにアピールす

る方法を模索す

る。 

①校内がいつも落

ち着いていること

や、集会で生徒が

整然と話を聞く姿

勢は評価できる。

生徒がより良い方

向に変わってい

る。 

①SNSの使用方法

等、モラル・マナ

ーの指導を今後も

続けるべきだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②コロナ禍での行

事対応ですべて中

止することなく、

生徒のためにでき

る対応を行ってい

ることは評価でき

る。 

②部活動加入率増

加のため、引き続

き地域を巻き込ん

で部活動活性化に

努めるべきであ

る。  

②中学校との部活

動連携を活性化さ

せるよう、中学生

が高校生と一緒に

活動できる方法の

検討が必要であ

る。 

①「マナー日本一」の

指導が徹底され、生徒

は授業に意欲的に集中

して取り組んでいる。

さらなる主体的行動の

育成が課題である。 

①教員やスクールメン

ターに相談しやすい環

境を整えたことで、重

大事態に発展しないよ

う細かな指導支援をす

ることができた。今後

もきめ細やかな見守り

と指導の継続が必要で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

②学校行事では、制限

がある中でも生徒は積

極的に活動し、新しい

取組もできた。主体性

をさらに伸ばす取組が

課題である。 

②部活動加入率を達成

できなかった。中学生

に入部をアピールする

手立てを行い、さらに

部活動を活性化させる

必要がある。 

①「マナー日本一」の

指導を継続していく中

で、主体性や規範意識

を育成する。 

①いじめを絶対に許さ

ない姿勢を今後も学校

全体で共有する。 

学校生活全般を通じて

コミュニケーションに

係る呼びかけを行い、

周りへの感謝の気持ち

と思いやりの心を育て

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②生徒会行事や委員会

活動で生徒の主体的活

動を促進する。 

②中学生との交流活動

等を工夫し、部活動加

入率を向上させる。 

３ 
進路指

導・支援 

①キャリア諸能

力の形成及び豊

かな人間性の育

成を図り、社会

に貢献できる人

材を育成する。 

①「総合的な探

究の時間」の３

年間の系統的な

授業展開を通じ

て、現代社会が

抱える課題に目

を向け、その解

決に主体的に関

わる姿勢を養

う。 

①３年間を見通

した系統的、組

織的な指導・支

援を行い、社会

における自己の

生き方を探求す

る。 

①「総合的な探究の時

間」において、社会問

題における課題につい

てのレポートを作成

し、発表をとおして、

考えを深化させる。 

①職業理解講座、分野

別説明会による職業観

の深化を促す。 

①進路希望調査、進路

ガイダンス、三者面談

を計画的に実施し、生

徒の将来設計の立案を

促す。 

①３年間を見通した系

統的、組織的な指導・

支援を推進する。 

①現代社会にお

ける諸問題に積

極的に関わる姿

勢が見られた

か。 

①「総合的な探

究の時間」にお

いて３年間を見

通し、計画的に

発表の場を設定

できたか。 

①職業観を確立

させることがで

きたか。 

①将来設計の立

案を促すことが

できたか。 

①３年間を見通

した系統的、組

織的な指導・支

援となっている

か。 

 

①「総合的な探究の時

間」において社会問題

を考察し、発表をする

中で考えを深化させる

ことができた。 

①職業理解講座、分野

別説明会を実施し、職

業観の深化を促した。 

①進路調査。進路ガイ

ダンス、三者面談によ

り、生徒の将来設計の

立案を促すことができ

た。 

①３年間を見通した系

統的、組織的な指導・

支援ができた。 

①「総合的な探究

の時間」におい

て、社会問題を考

察した結果を、来

年度は校外の発表

会でも発表する。 

①来年度は、一般

受験に向けた指導

にも注力したい。 

①「総合的な探究

の時間」の充実を

求める。さらに全

ての教科、シチズ

ンシップ教育につ

いても主体的・深

い学びを行ってい

く必要がある。 

①現代社会の諸問題へ

の関心が高まっている

ので、職業観の確立と

繋げたい。 

将来設計を促す説明会

等を計画し実行できた

が、早い時期から卒業

後を見通す意識を高め

させる必要がある。 

①各学年の取組で「目

標の明確化、意識化」

「振り返り、見直し」

を行って、職業観や将

来設計への意識を向上

させる。 

①社会状況への理解と

職業観の育成を繋げた

講座や説明会等を活用

して進路意識を高めさ

せる。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和 2 年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 
学校関係者評価 

（２月６日実施） 

総合評価（３月 16日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 
地域等と

の協働 

①豊かな人間

性、社会性を育

み、生徒が有用

感、自尊感情を

実感でき、地域

に信頼される学

校づくりを目指

す。 

①田名地域の特

性を踏まえたコ

ミュニティ・ス

クールを整備・

構築し、地域に

信頼される学校

づくりを行う。

また地域連携活

動の工夫、参加

規模を拡大・充

実させることに

より、生徒の地

域社会への参画

力を身につけ

る。 

①安心・安全な「地域

連携活動」等を検討

し、実施する。 

①生徒の「地域貢献活

動」等の参加や PTA主

催の「キウイ収穫祭」

の参加を推進する。 

①「公開授業」等で生

徒の活動を地域に発信

する。 

①地域の社会福祉施設

や公民館、近隣小中学

校との交流行事を行

う。 

①安心・安全な

「地域連携活

動」等を検討、

実施できたか。 

①「地域貢献活

動」や「キウイ

収穫祭」は安

心・安全に配慮

しながら工夫し

て実施できた

か。 

①「公開授業」

等で生徒の活動

を地域に発信し

たか。 

①地域の社会福

祉施設や公民

館、近隣小中学

校との交流行事

を実施したか。 

①感染症対策や開催の

工夫をして安心・安全

な地域連携活動が実施

できた。 

①地域連携活動は地域

や PTAと連携して実施

する予定であったが、

雨天で延期となり１学

年生徒のみの実施とな

った。キウイ収穫祭は

感染症対策や来賓の縮

小等をして開催でき

た。 

①公開授業は学校運営

協議員や保護者に生徒

の活動を発信すること

ができた。 

①部活動や同好会、委

員会の生徒が地域の社

会福祉施設や公民館に

て交流の実施ができ

た。 

①地域連携活動等

の開催方法を更に

検討して多くの地

域の方々と連携で

きるよう工夫した

い。 

①公開授業の参加

人数が少なかった

ので、実施方法を

検討したい。また

開催時期を検討す

る。 

①地域の交流等が

特定の部活動や同

好会、委員会とな

っているため、多

くの生徒が参加で

きるよう検討す

る。 

①各グループの取

組みが評価されて

「キャリア教育優

良校文部科学大臣

表彰に繋がったこ

とは評価できる。

①地域共生社会の

実現が叫ばれてい

る中、若い世代が

地域との関わりを

多く持てている。

地域連携プロジェ

クトや普段からの

取組みを今後も大

切にしてほしい。

①コロナ禍で先輩

からの引継ぎが薄

い中でも地域連携

プロジェクトの発

表の質が下がって

いないことは評価

できる。より内容

の向上を期待した

い。 

①地域連携・地域貢献

の新規取組ができた

が、コロナ禍で取組の

回数や参加者数が減少

してしまった。状況を

踏まえながら安心・安

全な方法を工夫して、

地域連携・地域貢献を

活性化させる。 

①学校説明会は開催で

きたが、情報発信の方

法をさらに工夫するこ

とが課題である。 

ラウンジ展を開催でき

たが、開催方法を検討

する必要がある。 

①小・中学校や大学、

地域との連携を強化

し、コロナ禍での開催

方法を工夫し、地域連

携や地域貢献の新しい

取組を行う。 

①地域連携の取組につ

いての情報発信回数を

増やす。 

５ 
学校管理 

学校運営 

①安全、安心な

学校生活の中

で、自己と他者

を守る行動ので

きる力を育成す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②事故・不祥事

ゼロの実現に向

け、教職員が一

丸となって、風

通しの良い職場

環境を醸成す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③働きかた改革

を推進するため

に教員の意識改

革を図る。 

①防災に関する

様々な研修･訓

練を実施するこ

とで、生徒が

「災害は身近に

存在するもの」

という意識を醸

成する。 

①ＤＩＧ研修や

防災避難訓練を

実施することで

災害対応力を向

上するとともに

責任のある社会

的な行動がとれ

る力を育てる。 

②研修や不祥事

防止会議を活用

し、情報の共有

を徹底し、事故

不祥事防止の成

果を生徒に還元

する。 

②成績処理や指

定校推薦の確実

な業務遂行に努

め、生徒・保護

者の信頼を得

る。 

②入学者選抜業

務の校内システ

ムの精度を上

げ、確実な業務

遂行に努める。 

①大規模災害発生に備

え、生徒・職員対象の

ＤＩＧ研修を実施す

る。 

①防災帰宅班の確認や

防災避難訓練を実施す

る。 

①東日本大震災の記憶

を風化させないために

シェイクアウトを実施

する。 

 

 

 

 

 

②研修や不祥事防止会

議を計画的に実施し、

職員間の情報共有や事

故不祥事防止に関する

意識の醸成を図る。 

②成績処理、指定校推

薦業務を確実に遂行す

る。 

②入学者選抜の要項及

び研修会の充実を図

る。 

①生徒・職員対

象のＤＩＧ研修

を実施したか。 

①防災帰宅班の

確認や防災避難

訓練を実施した

か。 

①シェイクアウ

トを実施した

か。 

 

 

 

 

 

 

②研修や不祥事

防止会議を計画

的に実施できた

か、事故不祥事

ゼロを達成でき

たか。 

②成績処理、指

定校推薦業務を

確実に遂行でき

たか。 

②入学者選抜業

務を確実に遂行

できたか。 

①地域の防災協会と連

携して地域の防災マイ

スターが主体となり、

生徒対象のＤＩＧ研修

を実施した。 

①防災帰宅班の確認、

防災避難訓練を実施し

た。防災避難訓練は通

常の学習活動を想定し

て実施した。 

①シェイクアウトを実

施した。 

 

 

 

 

②不祥事防止研修は講

師をお招きして 1回、

その他毎月行った。不

祥事防止会議も月１～

２回計画的に実施でき

た。事故不祥事ゼロを

達成できた。 

②成績処理、指定校推

薦は、複数で繰り返し

点検を行い、確実に遂

行できた。 

②入学者選抜は、確実

に遂行している。 

①生徒対象のＤＩ

Ｇ研修の内容をさ

らに検討して生徒

の知識が深めるよ

う改善する。  

①防災避難訓練で

は生徒への防災の

意識が高まるよう

事前指導等をして

改善する。    

 

 

 

 

 

 

②不祥事防止研修

は、各グループが

輪番で講師を務

め、自分のことと

して考えられるも

のになってきた。

来年度以降も続け

たい。 

②成績処理や指定

校推薦は、点検方

法等を検証し、さ

らに効率よく事故

なく業務を進めた

い。 

②入学者選抜の方

式が変更されるの

で、要項や校内シ

ステムを見直す。 

①地域と連携した

防災も考えていく

べきだ。 

①コロナ禍でも防災研

修や避難訓練が行えた

ことが良かった。ま

た、新しい方式での生

徒 DIG研修も効果をあ

げたが、さらに新しい

方法や形式を取り入

れ、生徒や教職員の防

災意識を高める必要が

ある。 

 

 

 

 

 

 

②事故不祥事防止の意

識は向上したが、成績

処理の点検方法等をさ

らに工夫したい。 

①生徒 DIG研修等、今

年度の取組を踏まえ、

さらに方式や内容を工

夫する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②不祥事防止会議の内

容の検討を行い、事故

不祥事の未然防止に努

める。 

②成績処理の点検方法

を再検討する。 

②入学者選抜の要項や

校内システムを見直

す。 

 

 

６ 令和５年度学校運営協議会委員 
 

赤 間  源太郎    社会福祉法人相模福祉村理事長 

井 上  武 仁    相模原市立田名中学校長 

大 谷  政 道    田名公民館長 

木 下  國 博    田名地区青少年健全育成協議会会長 

岡 部  恵 美    相模田名高等学校ＰＴＡ会長 

代 田  修      田名地区自治会連合会会長 

村 上  聡      神奈川工科大学経営管理本部企画入学課高大連携支援室室長 

平 田  智 則    相模田名高等学校長 


